
「福木ふれあいひろば」参加報告 
                                         

 ９月３０日（土）午前１１時から福木小学校で開催された「福木ふれあいひろば」は、福田地区自

主防災連絡協議会と福田地区防災士会の共催で防災コーナーを担当。防災士会は第１６回研修

会を兼ねて参加しました。 

グラウンドでは防災食の試食を実施、体育館では仮設の避難所を開設し、地域の皆様の防災

への関心を呼び掛けました。防災士会から１６名が参加し、福田地区自主防災連絡協議会から

役員４名の総勢２０名が参加し、グラウンドと体育館に分かれて対応しました。合わせて約３００

人の来場がありました。様々な方法でできる防災食の説明を行い、試食をしてもらいました。ア

ンケートも概ね「好評」でした。福木中学校からはボランティアスタッフとして３人ずつ計９人の

生徒も参加。テキパキと防災食を配り、呼び込みなども積極的に行って私たちの取り組みを大

いに盛り上げてくれました。 

午前９時半に集合し会場設営から始まったイベントも無事終了し、午後３時頃には片づけを

済ませることができました。  

＜グラウンド＞ 

 東消防署で用意していただいたアルファ化米（１００食分）をお湯で戻して（１５〜２０分程度）、

２００人分のパックに小分けして午前１１時半頃から来場者に配布し、午後１時頃にはほぼ「配布

終了」。ご家庭で備蓄可能な個別包装（１人用）のアルファ化米も紹介しました。 

最後に別のアルファ化米を２０食用意し、紙コップに入れて配布しましたが、１５分も経たないう

ちに「配布終了」。たくさんの人が関心を寄せ、「おいしい」と言ってくださいました。 

 カップ麺（５０個）は水で戻し（２０分）、カップ麺１個を３つの紙コップに分けて配布。来場者か

らは「水でも食べられるんだ」「意外と食べられる」など、大いに盛り上がっていました。こちら

もほぼ午後１時頃までには「配布終了」でした。 

  今回初公開となった携帯電話等の充電が可能な太陽光パネルによる蓄電バッテリー（５００

W）は、太陽光パネルをテントの上に置いただけの簡易な方法でしたが、１０時には４９％の充

電だったものが終了前の午後２時頃には６１％に増えていました。 

＜体育館＞ 

 防災倉庫から避難所開設用の備品を出して仮設の避難所を開設。エアベッド２、テント１、着替

えスペース１、防災リュック、仮設トイレを展示して、来場した人たちに見ていただきました。防

災リュックの関心は非常に高く、何人もの方から内容物等についての質問を受けました。着替

えスペースを活用して子供のオムツ交換に来た人もいました。今回体育館に開設した仮設の避

難所は防災士などの待機場所としても活用し、意見交換ができました。備品の準備と片付けは、

参加したスタッフで手分けをして行いました。これまで避難所開設は何度も行い、総会でも研

修を積んでいたので比較的短時間で準備も片付けも完了し、日頃の成果が発揮できました。  

  （記責：越智、撮影：安部、播野、越智） 



＜グラウンドのようす＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び込みや防災食の準備、配布など手分けして行う。福木中学校の生徒9人がボランティアで

参加し、元気な声で呼びかけや配布を担当。 

 

 

設置したポータブル電源とソーラーパネル 

テント前の、向かって左側にポータブル電源、テントの上の左にソーラーパネルを置いて、参加

者に提示と説明。１０時半頃からの４時間ほどで４９％の蓄電量が６２%となった。 

 



 

アルファ化米を箱から取り出す。         防災食（アルファ化米）をパックに詰める。 

                              熱湯を使ったので、２０分で完成。 

 

来場者にアルファ化米を配布。         呼び込みも大切な仕事。 

                                   

 

カップめんに水を入れ、１５〜２０分で 

                                   食べられるようになる。来場者からは 

                                   意外においしいと評価。 

   

水だけでできるのを知らなかったと 

いう人が意外に多かった。 

 

 

 

 

 

 

福木中学校のボランティアの生徒さん 

が１時間ずつ交代で９人来てくれた。 

非常に元気をもらいました。 



                                                                                                               

 

 

 

 

 

 

 

  

来場者にアンケート。用意したシールをはってもらった。 

 

 

体育館の模擬避難所の様子。テント２張りとエアベッド２個。簡易トイレや防災リュックも展示。

エアベッドは好評で、座って休む人も。西日本豪雨の被害状況を写した写真も展示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館でのテントなどの準備。写真手前は防災リュックの中身の展示。防災リュックの中身に

は大変関心が集まっていた。防災テントは中に入る人もいて、授乳室として使った人も。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者一同（一人体育館にて待機中） 

 

 

福田地区社会福祉協議会の事務所に設置した備品収納棚の様子（１０月２日撮影）。 

ここに防災の備品類を収納することができるようになりました。ふれあい広場で使った資材も 

置いています。２段目右端においているのがソーラーパネルでその手前側がポータブル電源。

一番下はブルーシートやロープなど。この日は福田地区社会福祉協議会の防災展示中（１０月

末までやっています。場所は広島常光福祉会ラポーレひろしまの入り口左手の「古民家」）。 


